


のをたりで年なた寺臼
でとめを往度カ、「崎のこ
すりの推みにか施 lllJ緩 れ
。ま施進よおら政長会は
と策しいけ、方が定
めのて町る昭針表例 3
た概いづ豊和」明会月 ．
も要くくか 58のして・ 10昭

和
すに 58
。｜白l宣

う度
~ 町
五づ
をく
傾 り
注
す 予
る 算

主＠
で

－地方議与総…………...・H ・..3,080万円

．ドi動単取得4見交付金……… 2,840万円

・交通安全対策特別交付金………82万円

・使用料法ぴ手数料…...・H ・..4.882万円

・財産収入…………………… 6,755万円

・寄附令…………...・ H ・－….320万円

・繰入金…・……....・ H ・－－…・ 5,000万円

・その 他…………… …..9.605万円
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IW®J~ 皆｜
15億3,251万円

国民健康保険特別会計

662,288千円

老人保健医療事業特別会計

803,631千円

笹川診療所特別会計

10,141千円

宮崎診療所特別会計

7,372千円

境診療所特別会計

15,485千円

簡易水道特別会計

29, 163千円

南保外二地区用水特別会計

3,975千円

加藤奨学資金特別会計

117千円

保健文化貨基金特別会計

341千円

｜泊白鴎ee~w1
16憶7,956万円

一般会計・特別会計 ・企業会

計合わせて66億4,920万円で，前

年度に比べ25.6%の伸び率とな

りました。

活気に満ちた魅力るる郷土づくりに

町長の施政方針

ひさ

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
だ
め
巳

広報あ

す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
豊
か
な

人
間
性
あ
る
文
化
的
生
活
を
享
受
で

き
る
美
し
い
自
然
の
住
み
よ
い
町
に

す
る
た
め
、
こ
れ
に
必
要
な
社
会
悩

祉
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
．
道
路
交

必
網
及
び
住
毛
な
ど
諸
条
件
の
充
実

向
上
を
図
る
こ
と
が
町
政
の
鮫
も
法

本
的
な
資
務
と
F
J
え
て
い
ま
す
ω

そ

こ
で
今
年
度
は
、
ひ
と
り
粋
ら
し
左

人
へ
の
寝
具
乾
燥
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
は
か
る
花
宅
福
社
対
策
事
業
の
充

実
や
特
別
養
議
主
人
ホ
l
ム
の
怨
設

に
向
け
た
法
健
調
貨
を
実
地
す
る
ほ

か
、
町
民
の
健
康
づ
く
け
の
た
め
に
、

従
だ
に
も

mし
て
川
休
館
セ

ン
タ
ー
を

中
似
と
し
た
保
健
事
業
に
取
り
組
む

所
存
で
す
。

ま
た
、
役
場
へ
米
山
け
さ
れ
る
打
々

の
利
便
性
を
は
か
る
た
め
に
．
医
療

給
付
聞
係
市
下
務
の
怠
け
を

一
応
化
し
、

州
民
サ
ー
ビ
ス
の
’
川
上
に
努
め
ま
す
。

8. 

9. 

4. 

5. 

6. 

7. 

2. 

3. 

朝日町の今年の町づくりの基本となる昭和58年度予算が

決まり， 4月からスタートしました。これは．向こう l年

聞の‘町の台所。をまカ、なう金で，町民生活と密接に結びつい

た金です。町民一人一人から集められた税がどのように使

われていくのカ＼予算のあらましを紹介します。

活
気
位
満
ち
だ
魅
力
あ
る

郷
エ
づ
く
り
を
目
標
に

·~ J 、
町民税
Sfl518万円
(50.4%) 

傭人89.8%
法人10.2%

町
長
口
幼
任
以
米
、
今
日
ま
で
約

9
ヵ
月

J

そ
の
聞
に
永
年
の
念
願
で
わ

リ
ま
し
た
、
朝
日
小
川
発
屯
の
泊

i
．

北
陸
自
動
車
道
第
7
次
区
間
の
ギ
業
桁

子
、
公
民
館
や
町
営
住
宅
な
ど
諸
般

の
災
現
を
み
た
こ
と
は
、
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば

ニ
そ
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

き
て
、
私
は
今
日
ま
で

一
貸
し
て
．

明
H
の
制
H
町
を
築
〈
来
い
人
達
が

一
人
で
も
多
〈
定
住
し
、
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
よ
う
な
「
活
気
に
満
ち

た
鍵
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
乞
紋
大

の
課
題
と
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま

し
た
が
、
今
後
と
も
ニ
れ
を
目
線
に
、

「住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
「豊
か
な
人

づ
く
り
」「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」

の
1
つ
の
れ
を
削
政
の
総
本
指
針
と

し
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
府
岐

の
な
か
で
、
で
き
る
限
リ
そ
の
実
現

その他の内訳
3f章
2,564万円
(+ 12.8) 

歳入

34億3,713万円

そ
の
他

園
町

豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め
に

｛貴

明
日
の
初
日
町
を
州
、
1
小

・
小
川f

生
の
た
め
に
、
附
初
日
年
昨
ほ
か
・
り
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た

「
朝
日
町
の
自

然
と
文
化
」
を
発
刊
し
、
ハ子刊
行
の
な

か
で
治
則
し
な
が
ら
、

納
付
町
の
山

然
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
す
ば
・
り
し

い
先
人

の
知
市
也
、
あ
る
い
は
山
い
も

の
の
な
か
に
も
乍
ぷ
べ
・
き
も
の
が
あ

分
担
金

負
担
金

田

県

支
出
金

11 ff. 
6,000万円
( -4. 9) 

!Of章
332方向
(+7.0) 

税

町地

方

交
付
税

iv 
A
V
 ∞

る－

－と
を
修
川刊
さ
せ
た
い
と
y
fえ
て

ω

い
ま
す
‘

情

な
わ
打
、
新
年
度
も
叩
教
利
代
川市寸の

恥

公
代
れ
判
に
よ
リ
削
除
為
者
負
制
一
の
鮮

明

滅
閉
山
ゃ
れ
川
年
及
び
い
附
人
の
凶
内
叫
川

ふ

修
、
小
川
外
派
出
店
が
業
な
ど
を
淑
杭
し

骨

て
行
い
ま
す
が
．
特
に
川

H
の
刺
H

U

削
を
築
く
れ
け
少
年
に
少
と
希
望
を
ト
ザ

悦
え
川
公
に
尚
ち
た
町
づ
く
り
を
め
ざ

恥

し
て
「
若
人
の
ふ
る
さ
と
祭
」
を

岬

余
州
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

冊目
町

一
活

力

あ

る

…

産
業
づ
く
り
の
だ
め
巳

…

農

林
漁
業
を
相
極
的
に
桜
興
し
て

て
、
町
税
は
全
体
の

m
－
2
%
に
な
り
ま
1

ω

ま
い
リ
ま
す
が
、

「活
力
あ
る
産
業

今
年
度
は
仰
び
か
比
込
め
る
の
は
こ
の
町
縦
だ

ふ

づ
く
り
」
の
蚊
も
長
裂
な
諜
組
と
し

け
で
、
依
存
叫
削
減

（地
ん
交
付
税
－

M
川
耐
え
山
山

持

て
、
農
村
地
械
の
就
労
機
会
の
い
拡
大

MW
 

A
収
、
町
山川
な
ど
－
に
つ
い
て
は
、
前
年
佼
を
．卜

却

と
守
的
関
凶恨
の
終
備
に
よ
り
地
械

へ

川
勺
て
い
ま
す
。

持

の
忘
れ
を
促
進

1
る

「
農
村
地
域
定

占

と
く
に
そ
の
作
曲
愉
上
特
記
の
使
注
に
制
限
さ

借

住
促
進
対
策
事
業
」

へ
の
収
り
印刷み

れ
ず
に
使
え
る
地
打
交
付
税
の
械
狐
は
、
財
政

仰

を
は
ヒ
め
と
し
て
、
れ
い
人
達
の

M

運
営
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
厳
し
い
と
い
え
ま
す
恥

刷
出
開
会
を

mゃ
1
た
め
に
企
業
誘
欽

ま
た
、
同
県
支
出
余
の
減
に
つ
い
て
は
、
主

引

を

柏
極
的
に
進
め
ま
す
。

に
校
資
的
純
資
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

ト

そ
の
た
め
、
新
年
度
か
ら
は
、
企

引

業
立
地
奨
励
事
業
繍
助
制
度
を
創
設

む

し
ま
す
。
ま
た
、

わ
が
町
の
刊
か
な

同
観
光
資
制
仰
を
町
民
は
も
と
よ
リ
、

以

む

内
外
の
十刀
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

叫

ょ・
7

「
朝
日
町
の
観
光
を
考
え
る
初

む

人
委
員
会
」

を
設
置
し
、
滞
丘
引
鋭

…
光
州
発
に
純
一
像
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

mw 
冊目

wmw 
J
 。

し
‘山町
内
で
も
数
少
な
い
木
造

W
’併
円

で
あ
り
‘
朝
日
附
総
へ

H
A州
第
一
．次

氷
点
午
計
耐
の
な
か
で
も
紋
重
点
総
策

で
あ
る
と
認
滋
し
、
新
庁
A
T

円
の
後
設

に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
い
と
F
J

え
て
い
ま
す
。

A
I
H

の
厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と
、

限
り
あ
る
財
源
で
の
ρ

行
財
政
巡
吋〉
けは

簡
単哉、

A
H
N一化
の
け
続
本
間
叫
ん
必
の
も
と

μ
紋
小
の
総
代
で
紋
大
の
効
梁
を
あ

げ
る
よ
・
7
、
し州
工
観
光
課
の
新
殺
を

は
じ
め
と
し
た
行
政
機
怖
の
充
尖
を

削
る

一
方
、
簡
素
、

A
H
m
化
に
も
努

め
ま
す
。
ま
た
、
半
務
改
普
の
一
環

と
し
て
利
別
行
の
立
場
に
ぶ
つ
て
、

印
箆
公
μ
H
A
の
み
に
よ
り
印
鐙
証
明

が
交
付
で
き
る
よ
う
紘
本
的
に
改
故
付

す
る
な
ど
、
本
務
を
正
線
、
か
っ
、

込
速
に
処
刻
一で
き
る
よ
う

μ
改
め
ま

d
q
 な

お
、
わ
が
町
は
昭
和
回
年
に
A
H

制
抑
制
年
を
迎
え
ま
す
が
、

2
万
町

民
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
で
き
る
よ
・
7
な

記
念
事
業
に
す
る
た
め
「
合
併
叩
周

年
記
念
事
業
推
進
検
討
委
員
会
」
を

ぷ
け
ま
す

1億3,240万円 3.9%
9,150 2.7% 

7 ,628 2 .2% 
3,805 I. I% 
I ,229 0.4% 

1億2,688 3. 7% 

消防費
商二E 貸
議会費
労働貸

災害復旧費

その他

713万円

厳
し
い
財
政
事
情

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
羽
憶
3
7
1
3
万

円
で
す
。

こ
の
子
第
規
肢
は
、
昭
和
計
年
度
予

算

（当
初
）
に
比
べ
て
、
3
倍
2
1
6
6
万
円

（
8
・
6
%減
）
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
に
比
べ

て
減
．級
と
な
っ
た
の
は
、
回
年

度
か
ら
老
人
医
叫
燃
費
が
特
別
会
計
に
な
っ
た
ニ

と
や
公
営
住
宅
、
保
育
所
な
と
の
建
設
事
業
が

計
年
度
で
終
了
し
た
た
め
で
す
。

ト

34億3,

昭和58年度予算スター

歳
出
は
投
資
的
経
費
の
滅

川
崎
山
に
つ
い
て
は
、
扶
助
賀
補
助
資
等
、
校

資
的
総
資
が
減
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は、

ε人

阪
療
品
目
が
同
年
度
か
ら
特
別
会
計
に
紗
行
し
た

こ
と
や
公
話
住
宅
、
保
行
所
、
公
民
館
な
ど
の

控
設
事
業
が
日
年
度
て
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
伸
び
が
大
き
い

理
由
は
、
新
庁
舎
往
設
の
た
め
の
積
立
金
の
明

や
主
人
保
健
医
療
や
業
特
別
会
計
へ
の
繰
山
ふ
恨

の
新
設
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
税
は
歳
入
全
体
の

m－

2
%

開
か
れ
だ
町
政
を
展
開

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
も

「収
入
」
や
「支
出
」

と
い

っ
た
家
計
が
あ
る
よ
う
に
、
町
に
も

「歳

入
」

「故
山
山
」
と
い
う
財
政
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
「
歳
入
」
は
、
私
た
ち
が
税
金

と
い
う
形
で
岡
、
県、

町
に
支
払
っ
た
も
の
て

出
構
成
さ
れ
ま
す
。

｛
国
や
県
に
支
払
っ
た
税
金

は
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
と
し
て
町
の
歳
入

に
な
り
ま
す
。）
そ
こ
で
ま
ず
成
入
か
ら
見
る
と
、

そ
の
基
鍵
に
な
る
の
は
な
ん
と
い

っ
て
も
町
悦

聞
か
れ
た
町
政
を
推
進
す
る
た
め

に
、
従
前
か
ら
の

「町
長
と
掛
る
会
」

を
計
耐
的
に
開
催
す
る
ほ
か

「
町
長

へ
の
た
よ
り
」
制
度
を
線
用
し
、
町

行
政
と
町
民
と
の
対
話
づ
く
り
に
努

め
、
ふ
れ
あ
い
と
述
情
感
を
深
め
、

町
民
の
な
ま
の
戸
を
町
政
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
ョ

般
計

一
会

行
政
を
推
進
す
る
た
め
に

L
L〉
・

7
t

n
A
グ
パ
？
μ

符
し
く
左
桁
化

－
昭
和
田
年
度
町
づ
く
り
予

算

＠nu寸

no弓
3
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町 民 税
（個人分）

23,959円

固定資産税

18,249円

たばこ消貸税

3,584円
電気税

2,739円

白三21彰
負担する税金

一
人
当
走
り
で
は
？

（
人
口
は
昭
和町四
年
3
月
’
日
現
在
）

児

問
川

槌

細川
山＠
ぼ
m

保
紺
判
明

使

小学校児童

83,507円
（児童l人当リ ）

衛生費

14,604円

社会教育費

2,663円

商工費

4,833円
土 木 賞

18.187円

消防費

6,993円

〆毎事ミ議会参畠／圏;Jl: 屋義話三池

住みよい町づくりのために

一般会計（当初）予算

のうつりかわり

34億3,713万円．このお金が「歳出J

として，道路盤備や福祉・教育の充実

などの目的に使われます。

r11単位の町の予算J も実は決して

．雲の上の数字・ではなく．私たちの

暮らしと密綾なかかわりを持っていま

す。町民のいろいろな要望を実現する

事業実施の財源は．あいかわらずの厳

しさで．出ていくお金「歳出J の節減

合理化について．今後いっそうの努力

が必要です。

最近10年間の一般会計予算

のうつりかわり

豊
か
な

276.498千円

0成人病対策. 0:1（検珍．予防篠積雪手

67, 709 T・円

0 f付屯医療.，~…...・H・－・……35,432T-円

O ,lt 人保健，~，綴・，，~会計級出金

40,336 T・PJ 

0 病院が民会.:t・への助成…49,620千円

0 IBf土尖化巡動………・・…・ 1,252千円

o irlf M ・1・; ~·· ……...・H・－－… ・35,935子問

道 路 交 通 網 の 聾 備 に

335,069千円

0 j{i絡め ~llJ修・ 改良・ ~ai淡

76,356千円

0 i且路特別改A’10佐……・・・44,000千円

o r.11111,11-凶l'J•; ~だ……・・……·53,132 千円

。無勺；~： 1.nづくり ・JU誌・・・ 120,263千円

郷土を災害から守る

162.990千円

。急傾斜地刷機対策……… 3,512千円

。治山’れ業…………………10,000千円

。紋助工作’Ii.賜人・・・・・・・・・・・・30,480千円

。救急iii賜入……………… 4,980千円

。災当似IH・Id誌……………12,289千円

j健康づくりに近年の町の高働者化社会に対応する福

祉の充実については．新しく特別養護

老人ホームの建設調査費を設けたこと

や当町の医療受診率が従来から高〈．

医療費も県下市町村のなかで上位を占

めているので，健康に対する保健事業

を従来にも噌して強化します。

まfニ．交通網の整備については．都

市計画Z慎重量をはじめ．消雪装置，流雪

：曹の楚備．除雪機減の購入など．雪に

強い町づくり告進めています。

災害対策については．救助工作車や

数急車の購入配備をします。

社会福祉の充実に

522. 148千円

。特別去をJ題名人ホーム建設調1i.'l~

600 下I'J 

0身体附；作者タクシ一助成… 366fllj 

0 (1.’ttio¥fil:.t-t策事業………… 470T-111 

O 似ff所の巡営t~· · · …… 372,303 f-l lj 

明日の朝日町を築〈青少年に夢と希

望を与え．活気に満ちた町づくりをめ

ぢして．「若人のふるさと祭」を企画す

るとともに，学習の中で町を理解して

もらうために「朝日町の自然と文化J

を発刊します。 また．不動堂遺跡には

自動映写装置を設けます。

明日を担う小・中学生のために

266.946千円

。教材！日偏1?.111の勝人・・・…・・ 17.152千IIJ 

0 「例制町のfl然t文化J 発千lj

2,550 T-111 

o児成 ・生徒心厳倹，i会・………575T-l'I

人
づ
く
り
の
た
め
に

活力ある産業づくりのために

577.028千円

C水問手IJ川1'f制対策………37.250 f-111 

0 農林漁業告を………ー………一・5l川 f-111

0農村地域定1i:I足ill.・J,fs・…I. 138 f-11 I 

O 新農業振興地域t~！拘・J ·；~ :?.SOU f-l'J 

O ｛~j芭舗？を守円三i紛・I~~…・ 103.5的 f I' I 

0 農村総｛H.~I桁 'l' X; ..一一 120.!08 r Pl 
0 U.:t~J.主幹休ilil品l，泣・I'Y.:…・7.I :!9「・PJ

0林道開ぷ ・ ;\tlj ｝＇~ ＇l＇~ ..…22. iti2 f-11 I 

o 山村1ki 興・F~た….... • ・ .. ・ ・ • 54 . 8-18 r I' I 

0 地域治I ；~漁業附辺改持・I' tf 

:?5.087 f・llJ 

商工業の振興と

雇用の鉱大のために

114 ,490千円

0企業立地質励・I~某………· 3 . 000 f-1'1 

0 商工業級資資金制J~·Wlた・ ·47 . 000 f・fl) 

0 樹工会fili~ .&!I/JI~ ..……・ IO.ooo f・PJ 

農林水産業の

振興のために

農業関係については. 581手度から 2

つのZ慎重棋を導入します。ひとつは． 農

村地織定住促進対鎖穆＊で「..村地域の

定住を促進するため．就労後会の舷大

と生活環境の整備を図り．農村に活力

を与える」ことそ目的に. 581手度中に

は全体計画を作成します。 もうひとつ

は．新農業銀興地法整備事業で．優良

農地の保全と生活の＂＇の適正配置など

調和のとれた土地利用にするため． 2 

ヵ年で，いわゆる農織の見直しをしま

す。商工関係については．企業誘致を

積極的に縫進するため. 58年度から企

業立地奨励事業繍助制度そ創設し，若

い人遠の定住や雇用の1広大に努めます。

観光対策では．「朝日町の鮫光を考え

る20人委員会J を設置し．滞在型観光

開発に取り組みます。

観光開発のために

15.057千円

つ例日町の観光を巧・える20人会H会

150 下Pl

) ~1.~ )L l'I 然公i判 t~I拘……・ー 4. 050 fドl

nU寸
n
o
n
u寸

川せ~ ~ 
3,713万円相

年
度
町
づ
く
り
予
算。

40fl 
1,242万円

2.061千円

住宅対策に豊かな人間形成をめざして

40.533千円

v r;人のふるさと祭……・……500f・PJ 

.,! 待係学級品14'-I湖ぷ…ー………490千円

....... ν－.面句、砂句、U母、必守、e，，、~·、a，守＂＇’• ..，『h‘：，.－...：.守、‘~~~守‘必句、.守~’もホ＋字会車合宇品宅、ゐ吊唱，.占句、..’.句、.

芸術文化の町づくりに

9,879千円
。 不動乱iil削： jl}j 災·）~~······· 3 . 598 f'I』1

3 足利：j民間fj~..一一一一一....l.218Hl 

町民の体力づくりに

27.242千円

。作附スポーツ教主..比例会・ 503r・111 

O＂＇／：校体 ftぬi.＆の｜対J/1・一…・2.438f・PJ 

Oスホーツ少年卜ti交iAt· ）~JR; …・ 180 fl'l 

町政を雄進するために
新斤舎の建設に向けて…....・ H ・－－……………........・ H ・－… 102.875千円

一般 行政 の充 実のために・……………・…－－…・…・…608,434千円

υ倒Iiとへのたよ け・・・・・・・・・・・・・・・・・100r・円 0倒T，：／：＇.制さん・・・・・・・ー・・・・・・・・・・4.お77T-1'1 

OlolJj広，l!Etリ1・1・；務改将一…・・・・・3.711 f・fll O新川広域｜割・j・;tf ft 111令…7G.6判 f・I IJ 

費 ・…....・H ・...・H ・－…一一・・ー……・………… H ・H ・...・H ・351.875千円

貨 …－…・…・…....・ H ・………・……………・…… ー …＂ 24.000千円

憤

備

公

予

－
昭
和
同
年
度
町
づ
く
り
予
算
＠



”ぬよ鳩

みんなの広場l:t.、みなさん

のページです。あなたの宮い

たいこ t、あなたの仲間たち

ゃ友人の紹介．仲間を集めた

いとちゃ探しもの ・売りもの

なr.どんなこ tでもけっこ

うです。役場広報係までEし

どしお寄せくださレ。

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に

H
K委
嘱
作
品
）
「
千
万
人
の
と
も

だ
ち
」
「
花
の
間
学
」
「
カ
ソ
ち
ゃ

ん
の
線
路
」
合
間
的
「山
の
い
ぷ
き
」

「
紀
の
川
」
「
未
知
へ
の
呼
応
H
J「飢

弐~~卜
＼～ライト

川崎祥悦氏

3
月

2
B
に
、
朝
日
中
学
校
念
願

の
校
歌
が
で
き
、
そ
の
制
定
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
凶
は
、
制

H
中
小
校
歌

の
作
曲
を
心
よ
く
引
き
受
け
ら
れ
た

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
作
品
川
家
の
川
崎
作
悦

氏
に
ス
ポ

ッ
ト
合
あ
て
て
み
ま
し
た
。

－
川
崎
さ
ん
は
、
川
川島嶋
市
で
昭
和
7

年
に
生
ま
れ
、
攻
作
は
印
川
崎
。A
f
は、

東
京
練
馬
に
住
ん
で
わ
り
ら
れ
ま
す
。

氏
は
、
昭
如
刊
初
年

3
Hに
東
京
去
術

大
学
作
曲
科
を
卒
業
さ
れ
、
ス
テ
ー

ジ
や
抜
送
、
レ
コ
ー
ド
等
で
作
曲
折

動
及
び
減
奏
活
動
を
説
け
な
が
ら
も
、

小

・
中
学
校
及
び
高
校
の
音
楽
教
科

害

（教
育
芸
術
社
版
）
の
梢
者
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
日
本
作
曲
家
協
会

々
員
、
日
本
音
店
本
符
作
権
協
会
々
は

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

氏
の
主
な
作
品
と
し
て
、
合
唱
組

曲

「
大
勺
山
」
（
ぷ
術
祭
参
加
、

N

朝日レクリエーション協会

朝日中学校歎作曲者

に
む
か
つ
て
」
「
海
の
誇
」
「
今
ば

く
た
ち
は
」
「
祈
ろ
う
心
こ
め
て
」

な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
ラ
ジ
オ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
番

組

「秋
が
呼
ん
だ
歌
」
の
作
品
聞
に
よ

り
、
附
和
白
年
度
芸
術
祭
大
杭
を
受

抗
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
氏
が
校
歌
制
定
式
で
述

べ
ら
れ
た
J
策
を
引
用
し
．
氏
の
人

う
H

刊
が
強
〈
、
受
治
生
が
集
ま
っ
て

レ
ク
リ
エ
｜
シ
司
ン
愛
好
会
を
発
足

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
初
日
年
皮

に
入

っ
て
愛
好
会
を
協
会
に
改
め
、

4
月
に
会
員
募
集
、

宣
伝
む
兼
ね
て

「
ス
プ
リ
ン
グ

・
サ
タ
デ

l
」
と
林

し
、
発
表
会
を
聞
き
ま
し
た
。
会
員

も
当
初
よ
り
地
え
、
則
明
ト
牝
犯
名
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員
の
多
〈

｜舎困の国紙｜
3月10日．初！日町.t人福祉セ

ンターで. .t人保健診級が開催

されました。ヤ級には約 160名

のお年得リが絡まり.t池j氏心

氏が「心の健康J と 題して「 ~I
分の気持ちを相手に ！~I しつける

こと な〈．思いやリ のある生活

態度がキせな生活につながる」

と．また泊病院の怖j州統一医師

は 「ガンl:t.早期に発比すればほ

とんどがITTる．だからこそ集団

倹診を受けましょう J と訴され

た。

さらに．昼食時Ill］を利用して．

・1-:t~J70殺の婦人ボランティアグ

ループが rぽけることなく殺し

い人生を」と「ぽけない音頭J

をひろうしました。

と
な
り
の
紹
介
に
代
え
た

い
と
思
い

ま
す
。『引払は

、
い
く
つ
も
の
歌
に
州
を

つ
け
て
き
ま
し
た
。
山聞
を
つ
け
る
と

き
は
、
持
の
持
つ
心
を
大
切
に
し
て

作
っ
て
き
た
つ
も
リ
で
す
ω

併
さ
ん

が
、
い
つ
か
ど
よ
か
で
校
歌
を
思
い

出
し
た
と
さ
は
．
そ
の
『
心
』
を
与

え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
必
は
、

併
さ
ん
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
い

う
J
袋
を
い
た
た
さ
本
市
1
に
似
し
〈

思
い
ま
し
た
そ
れ
は
『
あ
り
が
と

う
』
の
・
d
飛
の
小
に
併
さ
ん
の
『
心
』

を
感
じ
る
か
・
り
で
す
。
そ
れ
と
川
し

で
、
校
歌
に
も
『
心
』
が
あ
る
よ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
の
で
す
旬

‘ た A之 f事． ウ ’I＝. て’ Ii｛：－－ 打すい
校 ぃ ＞！~ ニ 解て 3 す、 Jまち 。 しさ
献 とにのし『と ！盗、込ーたて

箔判明 忠（i1J 2 て 1·~ L h..；泌庁むつい
＂定 いかつ（ J. 分’l； 人す~こはこ訟
を式 ま ゥ のしがぎ ‘るでと‘と｛立
をで すてこいある向心しで ー が皆
市 」. Jy ~ の｛るら税をたてつ 2 さ
箇 いをで』の．忘が 守の つ ん
琵 て 心す とす 先 iL 。私ニあに

いに い べ ’ 十 ． な も の と リ お
た WI うて、いう t易にま願
た め こに壮こ ー
~ . とよ会とつ

(I）うでしな ~ j兄に
·J~ Ii.て f-1：ニflなと l!f:

H. ~位、い が のにどっ bk<
blsi j:. ；）.；るへた人・はて ’l’
＂＇ にのはの め さ . flや
や 吹・よか 配、なりが Ill
/I', Ui ・i 、；民 ヴ］・ ;;!; f.ぶの H主
席 し 会ま｝］ 検 i勤特の内後
後 て m労 え Jんを 健 若手の
の い；~.： ft.it! な中： J決 L災 や ~~l
~.，i まを人ど a；ばや j凶へ
人す 11'~ .....を でし 月f；勤労
ヅf ・i M：焼事tま児の i動
刷 よ法主主l，すの -1.I;. れ－

ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
の
凶
行
法
を
は
か
る

た
め
に
定
リ

M
っ
て
い
ま
す
が
、

0

・玉
予
定
と
し
て
昨
年
の
秋
に
は

「
ジ

ャ
ズ

・
ダ
ン
ス
」
議
刊
行
会
を
附
与、

町
内
外
か
ら
約
別
名
の
参
加
を
件
、

大
変
好
評
で
し
た
υ

そ
の
は
か
、
オ

リ
エ
ン
テ
｜
リ
ン
グ
や
ビ
ー
チ
ハ
レ

l
ポ
l
ル
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ル

i
ル
や
実

余
暇
の
有
効
と

創
造
性
を
は
ぐ
く
む

山
払
た
ち
の
例
日
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
は
、
誕
依
し
て
ま
だ
日
が
浅

く
、
よ
う
や
く
そ
の
活
動
が
軌
道
に

の
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

協
会
誕
生
の
き
っ
か
け
は、
「身
近

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
開
催

で
し
た
。
教
室
が
終
わ

っ
た
あ
と
、

「
も
っ
と
続
け
て
や
リ
た
い

」
と

い

は
女
怜
で
ほ
と
ん
ど
が
マ
マ
さ
ん
た

ち
で
す
。
そ
の
た
め
協
会
の
治
動
と

し
て
は
「
余
暇
の
有
効
な
過
ご
し
行

を
考
え
な
が
ら
、
創
造
性
を
は
ぐ
く

み
、
自
己
表
現
の
機
会
を
つ
く
る

』

と
い
う
こ
と
を
日
的
と
し
て
、
月
に

2
回
程
度
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
大

き
な
行
事
と
し
て
は
、
各
地
区

へ
レ

国
民
年
金
相
談
室

問

国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
き

は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

加
議
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る

い
は
勤
め
を
や
め
て
自
分
で
仕

事
を
始
め
る
よ
う
な
と
き
に
、

つ
ま

り
法
律
の
上
で
，
強
制
加
入
被
保
険

筈

④ 

者
H

と
な
っ
た
と
き
に
は
．
す
ぐ
（
同

日
以
内
）
に
役
場
の
窓
口
に
腐
け
を

出
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
ま
た
、
主
婦

や
学
ル
じ
め
方
も
加
入
し
た
い
と
希
望

し
た
と
き
に
届
け
を
出
せ
ば
よ
い
わ

け
で
す
。

害
額
は
、
当
然
加
入
か
任
意
加
入

伎
を
午
ん
で
い
ま
す
が
、

川町
の
れ
M

州

桁
』
句
作
品
例
会
に
も
参
加
し
、
参
加

し
て
い
な
い
会
日
に
も
一
い
え
る
と
い

う
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
会
U
H
全

体
の
・
腕
は
、
ず
い
分
と
しし注
し
ま
・
し

た
の今

後
は
、
今
ま
で
竿
ん
ど
ニ
と
を

↑
か
し
、
い
ろ
ん
な
場
で
治
総
し
た

い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
で
迷
い
ま
す
が
、
め
ん
ど
う
な
こ

と
は
あ
リ
ま
せ
ん
そ
の
以
け
を
山

す
こ
と
で

「
年
余
千
艇
を
も
ら
い
ま

す
。
ょ
の
子
阪
に
あ
る
U
M

仙
川rJ
待
け
は

一
生
同
じ
徐
ザ
を
使
い
ま
す
そ
し

て
、
年
金
の
支
給
を
・
7
け
る
と
き
に

は
、
こ
の
子
阪
が
い
ち
ば
ん
大
切
な

島
知
に
な
リ
ま
す
か
・
り
し人
併
に
似
竹

し
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
ま
た
．

こ
の
子
艇
を
持
っ
た
ニ
と
で
、
ト
砂
川

さ
ま
っ
た
川
間
金

（保
険
料
）
を
納
め

て
い
く
義
務
を
負
い
ま
す
。

ニ
の
よ
う
に
転
た
ち
の
協
会
は
け

2
Mの
的
動
で
は
あ
リ
ま
す
が
．
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
州
婦
が
で
き
、

そ
れ
が
力
品
川
い
鎗
と
な

っ
て
、
に
ぎ

や
か
な
う
ち
に
も
地
道
に
実
力
を
つ

け
て
き
て
い
る
す
ば
ら
し
い
仲
間
た

ち
の
集
ま
り
で
す
。

4

司
会
員
の
φ
で
も
然
。
に
皆
さ
ん
の

也
笛
を
し
て
い
る
方
々

問

山
払
は
外
凶
絡
で
日
本
凶
内
に

作
所
が
あ
リ
ま
す
が
、
同
氏
年

金
に
加
入
で
き
る
で
し
ょ
・
ヲ
か

答

昭
初
日
年
l
H
l
H
よ
り
日

本
凶
内
に
住
所
を
ト
仰
す
る
外
川

仰
の
打
’u川
氏
年
令
に
加
入
で
き
る

よ
と
に
会
リ
ま
し
た
ぶ
し
く
は
役

州
場
川
民
年
令
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

－
ゐ
ん
怠
の
広
編
。

&Iまけ1Jい音頭をひろうする婦人だち

J tート4

「妊娠中と出産後の

健康管理についてJ

婦人労働講座行
か
川
り
f
似
他
山
の
川既
定
に
よ
る

保
健
桁
川
市
↓
え
は
他
山
吉
川
伐
の
た
め

に
必
．
吹
な
叫
川
の
ω叫
ん

H
を
は
か
る

－－レ
」

ω

Mm
人
労
働
行
が
、
保
健
指
得
手

に
け
栴
づ
く
桁
件
下
出
引
を
守
る
こ
と

が
で
さ
る
よ
・
7
に
次
の
州
市
を
一
行

・7
・』ル
」

ア

泊
勤
に
利
川
す
る
し
父
泊
機
削

の
川出掛慨
が
り
体
リ
入
は
胎
児
の
健

康
保
持
に
え
附
が
あ
る
と
き
は
、

勤
務
叫
川
の
変
必
や
初
総
を
一行

い
、
た
と
え
ば
泊
勤
ラ

，
シ
A

時
を
さ
け
る
た
め
の
時
ぷ
山
動

や
任
以
小
の
Mm
人
に
付
し
て
、

恒
例
ゃ
い
泌
を
必
め
る

：
－

t
1
a
l
－－

zt
－

L
l

j

 

d
，
M

川M
仰け叶
，t
、けH
』川
川
向
品
川
・
レ
わ
川
い

に
お
い
て
．
時
川
外
労
働
や
派

従
労
働
を
さ
せ
な
い
よ
・1
に
す

’hv 

ウ
必
裂
に
応
じ
山
川
食
時
川
を
J

け
る
な
ど
．
休
Mm時
川
の
長
さ
、

休
日
似
の
川
微
な
ど
什印刷
ゃ
に
附
し

池
切
な
州
出
を
行
・
1

ニ

と

ま

た
、
で
さ
る
だ
け
身
体
を
織
に

し
て
休
む
・』
と
の
で
き
る
よ
う

な
休
長
設
備
を
ぷ
け
る
こ
と
，

エ
川
町
版
、

山
必
に
作

ワ
て
生
ず

る々

什
川州
の
縦
状
、
に

つ
い
て
、

似
し
川
な
ど
の
桁
仰
に
成
つ
い
て

日
体
的
な
州
出
を
行
・
7
ニ
と

分
働
中
れ
で
は
‘
ニ
れ
・
り
の
り
掛
川
他

山
味
付
則
的
動
を
俄
巡
す
る
た
め
．
財

人
労
働
い
れ
が
常
時
印
入
院
度
以
k
の

純
場
に

「傍
性
健
成
竹
内
俄
進
行
‘

を
投
出
す
る
よ
う
川
町
び
か
け
て
い
ま

す
。

－
ゐ
ん
怠
の
広
場
＠n斗

Q
U
R
J
V
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• ｝愛男
8券子

E当 都

’ 
考
M 
B 
c 
B 

チ

ム

優
勝
旗
は
泊
三
区
d、

体
協
総
合
優
勝
決
ま
る

川
下
に
銭
伎
の
成
制
点
だ
け
で
な
く

参
加
点
を
と
り
入
れ
て
、
な
る
べ
く

多
く
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
と
、

幻
年
度
か
ら
新
た
に
総
合
催
蜘
抑
制
度

が
発
足
し
ま
し
た
が
‘
よ
る

3
川
は

日
の
パ
ス
ケ

r
ト
ポ

i
ル
大
会
を
も

っ
て
す
べ
て
の
大
会
日
れ

（行
市
ど

を
終
了
し
、
．
俊
勝
地

μいが
決
ま
り
ま

し
た
・

第

一
闘
の
総
合
従
勝
は
、
わ

ず
か
の
ぷ
で
泊
三

K
に
決
ま
り
．
次

勝
は
大
ん
が
片
山
地
以
、

一一
一
似
は
．九
向
山

地
似
と
な
り
ま
し
た
，
ま
た
、
全
大

会
を
泊
じ
て
参
加
中
小
が
m
%
以
上
の

山

一．
収
、
的
ニ
医
、
山
崎
の
三
地
．K

が
努
力
抗
を
党
首
し
ま
し
た

日
年
後
は
、
ん
k
地

K
が
似
有
力
抗
で

な
く
、
参
加
点
で
満
点
を
と
り
佼
食

さ
れ
る
よ
－

v期
待
し
て
お
り
ま
す
】

スポーツ少年団...
スポーツ少年団では. 58年度

のMluを募集しています。スポ

ーツ少年間1;1単にスポーツを行

うどけでなく ．同じ目標にJl1Jっ

てffをjたすことによリ ．協調11:

を縫い，身心の鍛練を強化する

ことをll的としています。

"J；父さん．お母さん＼一度

J; fさんをニの少年団に人れら

れて．必 rさんの成長をながめ

てみませんか。

トfi111.t.ノ〈ドミントン． ミニ

パスケ γ ト．4ミ迫．剣道． ソフ

トポール．サッカー．ラグビー．

小J求．野球の g.f垂白あります。

なJ;111し込み、詳細については．

教行委H会えは総合体育館へね

問、、介せ＜ 1：さも、。

ツ
三
一舗

一
一二
一成

束
三一
’

ス
三一
行

去
る

2
月
詑
日
（
火
｝
か
ら
お
日

（
金
｝

ま
で
の

4
8
聞
に
わ
た
り
、

ビ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
町

総
へ
H

体
育
館
で
男
女
臼
チ

i
ム
川
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
の
大
会
’
u、
凶
を
あ
引
ね
る
ご
と

に
参
加
チ
ー
ム
が
地
え
‘
必
実
に
仙作

目礼
し
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
ま
す
ν

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

熱
気
に
舞
っ

月

けんこう
の

4 

た
ボ
I
ル

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

M
谷

俊

成

水

品

依

則

之

夫

竹

谷

次
勝
月
山
チ
ー
ム

永

井

必

険

抗

野

4
・
品
川
ヘ
ド
し
弘主

，〈ゆ
T

f
h

J
F
i
j
 

州

出

忠

男

総

A

－
男
子
二
郡

優

勝

ウ

ル
民
ヤ
ツ
ラ
チ

l
ム

氷

山

紛

失

川

内

笠

岡

本

銀

＋

大

中
．
u
一位
畿

大

菅

時

夫

次
臨
明
白
崎
M
B
C（

A
）チ
l
ム

i持義
1：則

繁 一－Jι Aft ・JL 

春の生活チェ ック

ス
成

1
9＠
毎
回

親
子
ス
キ
！
研
修
会
を
実
施

去
る

2
月
お
目
、
幻
自
の
両
日
、

今
年
で

2
回
目
と
な
る
制
日
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
級
チ
ス
キ
｜
研
修
会
が

新
潟
県
ぷ
A
H
ス
キ
｜
場
に
お
い
て
、

指
得
者
や
団
長

・
父
兄
な
ど
総
勢
幻

名
を
集
め
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
団
員
の
健
全
育

成
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
を
通
じ
団
員

引
い
凡
の
協
調
伐
と
逮
傍
感
を
草
食
い、

少
年
間
活
動
を
よ
リ
充
実
す
る
目
的

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
話
し

合
い
の
中
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
母
集

団
」
の
育
成
に
つ
い
て
も
大
い
に
論

じ
ら
れ
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

: CD~料犬、ハ s
の
~ 
ロ

間

／、
情
子
を
使
っ
て

健
康
は
チ
ョ

ツ
ト
し
た

気
一
づ
か

い
か
ら

A
，
け
‘
職
場
や
日
常
生
小
山
の
機
械

化
に
は
‘
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
く
る
運
動

不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
勺
て
い
ま

す

身
体
を
動
か
さ
な
い
と
筋
肉
や

竹
が
剥
く
な
る
ば
か
リ
で
な
く
、
判

仲
間
仰
山
札
け
の
ぬ
附
に
も
な
り
、
作
が
め

能
干
し
枇
ド
し
ま
す
ω

そ
ニ
で
社
恨

の
ヘ
H

い
附
に
柿

f
な
ど
を
仙
川
町
て
他

山械
の
た
め
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
・

7

凶

谷

川

淑

減

聞

広

三

嘉

義

順

一

加

藤

久

一

．
女
子
一
部

優
勝

3
4
5
チ
l
ム

水
－U

光

代

大

村

れ

川

本

語

チ

大

磯

山
市
み
ど
り

次
他
府
内
的
体
協
チ

i
ム

加
雄

校

f

L八
一保
山
代
，
l

}Jll t"r juf 
6藤谷内

進
克 一 必

！~l 目白
イ・イ・

少
し
で
も
、

M
H
っ
つ
け
れ
ば
大

き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
・

〈
図
の
説
明
v

①
大
き
く
背
の
ば
し

②
体
浮
か
し

③
か
か
と
浮
か
し

＠
起
ふ
り

⑤
川
た
た
き
起
つ
か
み

＠
M
に
ま
わ
し
や
上
ド

①
燃
か
け
て
ぶ
つ
を
く
リ
か
・え
す

竹
谷
美
智
子

竹
谷
の
ぷ
子

A
V女
子
二
部

優
勝
健
康
体
操
チ

l
ム

高
山
美
和
子

石
井
多
加
子

清
水
美
和
子

住

吉

千

鶴

子

鍛

治

正

チ

坂

本

ゆ

み

γ
T

次
勝
平
柳
イ
ル
カ
チ

l
ム

凶
山
羨
，
f

．十
以
美
淳
子

山
…．ぬ
山
崎
美
子

千
以
あ
き
子

川虫
…縦

泊

チ

藤

凶

則

子

依
問
み
ど
り

第
幻
回
町
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

－
男
子
一
部

優

勝

泊

二

K

．
男
子
二
郎

；大
腸

山

一
似

春
は
ね
む
た

車
骨
に
肘
眠
り
が
多
く

な
る
の
は
、
代
謝
阪
か

ら
み
る
と
、

円バ
川恒
が
上

昇
し
て
体
内
の
物
質
代

謝
が
向
ま
り
、

ニ
れ
に

ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
機
能

が
つ
い
て
ゆ
け
な
く
な

り
、
だ
る
く
後
れ
た
公
分
に
な
っ
て

蹴
く
な
る
か
ら
だ
と
宮
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
火
山
慣
が
上
が

っ
て
新
陳

代
謝
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
体
内
で

の
エ
ネ
ル
年
｜
代
謝
に
密
機
な
関
係

が
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
ロ
叫
が
不
足
し
て
、

だ
る
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と

L

い
季
節

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
存
の
だ
る
き
ゃ
服
き
に

後
陣
府
市

A

’
女
子
の
郵

優
勝

泊
二
区 保

；大
腸

的
三
区

次
勝

泊
三
区

は
、
蛋
白
質
食
品
や
ビ
タ
ミ
ン
綴
の

多
い
食
品
を
多
く
食
べ
る
こ
と
、
ま

た
生
活
や
仕
事
の
九
日
聞
を
利
用
し
て

軽
い
体
操
な
ど
過
度
の
運
動
を
す
る

こ
と
が
荷
効
で
す
e

。
花
冷
え
。
な
ど
季
節
の
変
わ
り
め
に
注
意

作
の
．火
%
は
気
ま
ぐ
れ
で
、
叫吹
か

い
臼
が
つ
づ
い
た
後
、
怠
に
冬
に
過

も
ど
り
し
た
よ
う
な
媒
さ
に
な
る
ニ

と
が
あ
リ
ま
す
。

絞
め
花
の
咲
く
．
切
に
は
、
し
ば
し

ば
実
・
さ
が
ぶ
り
返
し
、
花
冷
え
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
ι

こ
ん
な
と
き
、

な
た
ら
の
か
ら
だ
は
、
気
候
の
変
化

に
順
応
し
よ
う
と
し
て

ホ
ル
モ
ン

4
8
6
 

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

震

の
献
血

協
力
者
名

2
月
実
施
分

境
地
区

水
島
敬
太
、
水
島
勝
義
、

水
島
武
儀
、
水
島
清
隆
、
水
島
あ

っ
子

宮
崎
地
区
岩
谷
英
樹
、

河
内
泰
男
、

氷
山
光
久

笹
川
地
区

以
仲
町
い
ず
み

泊
一
区

似
々
木
利
弘
、
魚
似

一
山弘、

桜
沢
氏
ド
U

．
似
川
市
心
、
粉
究
足
利

子
－
氷
山
悦
，
，
T
、
武
川
崎
党
、
川

中
俄

一
．
雌
似
久
犬
、
仲
町
ト
L

仰
山
出
．

米
同
附

一
、
・
川
端
弘
子

泊
二
区
内
山
之
犬
、
伊
州
．化
史
‘

大
千
仁
人
．
鍋
山
川
必
、
橋
本
総

一
、

仏
川
れ
や
ぶ妙
、
後
級
事
次
、
村
日
車

二
、
大
作
比

一
、九川…ハ似
M
H
－r．
松

原
附
晶
状
、
米
山
比
上
光
、
新
川
W
M
m
夫．

山
本
川
中
川
、
水
－M
山川

H

札
口
的
、
・
叶
H
比
忠

泊
三
区

内
山
正
、
大
村
民
樹
、
一
札

湖
初
治
、
中
陣
滋
一
郎
、
砂
凶
良

弘
、
名
取
沢

一
、
結
美
蜘
円
チ
、
間

部
仙
眠
時
、
松
滞
正

一
、山
石
川
必
い
川
、

・宇
野
山
必
、
小
久
似
述
也
、

沢
川

氏
況
、
州
内
し
川
淑
「

五
箇
庄
地
区

同
・川
島
川
、
・
火
山
和
治、

内
村
敏
縦
、
山
子
卓
・化
、
什
肌
純
明

記、

k
H
一川
勝
U

料
、
出
取
付
制

f
、
地

崎

初

代

松

削

減

南
保
地
区

消
水
決
心
、
追
川
利
雄
‘

長
谷
弘
イ
、

．μ
谷
栄
子
、
谷

U
敏

彦
、
道
則
紀
子

山
崎
地
区

久
我
U
稔
、
中
野
由
紀

美
、
川
原
光
鋭
、
名
古
屋
治
弘
、

仙
u
h
武
、
兵
部
進
、
七
れ
日
笠
美
、

愛
場
俊
一一

大
療
庄
地
区

桜
川
町
英
樹
‘
知
的
品
川

似
、
池
出
利
正
刊
、
行
本
「
代
美
、

阿
川
総
述
、
ぬ
野
統
制
、

．れ
飾
品川、

山
町
長
山
紀
、
小
川
沌
「
、

山
川

苧
制
、
以
日
品
川
口
的
、
大
久
保
必
八

郎、

．内
山
出
山
川
、
広
川
昭
線
、
野

村
修
、
水
桝
川
減
、
山
仲
町
売
史
、
組
牒

仲
汁
尚
美
子

（

M
M
u
h
 

や
自
律
神
経
の
作
用
が
天
候
に
応
じ

て
微
妙
に
会
化
し
、
た
と
え
ば
皮
明

血
管
が
広
が
っ
て
発
汗
し
た
り
、
あ

る
い
は
収
縮
し
た
り
す
る
現
象
を
繰

り
．返
し
ま
す
。

学
節
の
変
わ
り
め
は
、
叫
時
服
不
足

や
過
労
を
避
け
、
健
康
に
討
を
つ
け

ま
し
ょ
・フ＠

と
く
に
持
・
梢
の
人
ゃ
れ

年
併
リ
は
カ
ゼ
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う

ト
分
に
住
志
し
た
い
む
の
で
す
。

薄
着
に
慣
れ
よ
う
／

お
仲
先
は
、
ま
だ
日
中
と
朝
晩
の
火

山
岨
の
拡
が
大
き
い
の
で
、
こ
ま
め
に

衣
服
を
謝
献試
し
て
カ
ゼ
な
ど
ひ
か
な

い
佐
立
が
必
要
で
す

b

か
ら
だ
に
ほ

し 総統
l t~ 1J 
うにを
。i導 つ

,f( It 
をる
'i'lた

恨め
づ に
It 
て買事

きな
ま L、

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
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：長主主宇：議 出：践 者L標記帳活駆者薄手；務総
夫

行

夫

削円

・ニ

秀

成

正

敏

炎
5分l剖 M

〔 1金政機l~HiJ,".J ( i-'f色1~：）

5分FHHW:

〔家族に対する感謝状〕

jみまお fl (( s分凶i：：』端バ織の」4・）
長件 ｛~ (( 5分Ft!l毛jド；j・；）をのJi)

金必ツユエ（6分間金繰1t1改め必）

水i：：；スミ （（6分団水品娩の li)

〔水年勤続;u股fi！感謝状〕

J乙l週令；郎防lj団k JjJ{ i骨；次

守Ill 匁l勝

附中幸t経

水仏体三

水仏 繋

2分団 ！丹 u 1t・ fl 一郎

4分111 ffl) L.( j兵Ill 伴~！＇.！II

3分1・11 HE l毛河村欽男

消防本$ 1iJ 令子柳本総

II H 河＜＇；'r~l ぷ 1:1] ~1': 

〔保全幣f~j(＇憂禿消防 .r. ンプ •I（ 〕

6分間 1~；－ •I [ 

〔 ~JI 日町消防協力者－＆車~t.L;J

初！日田fj立ド322の6 内山

車~I H回J迫 1'322のs n・k
初l日野TJ：関T60 .((di: 

仰！日町d1s3s m山

二郎

へ村
山
山
野
ト
小

松
九
H
K

氷

山

5分凶団以；〔動絞銀｛，＇（ 〕消防庁長官表彰
，， 

l分1・11 ,, 

..( i 1::, 

，， 

｜任追

徳政

H免

刊

紙

人川

村
ふ
れ
水

日本消防協会表彰

〔功制収〕｜刊本語（）j,¥IJI.円以

〔勤続収） ~1 （）分I・11 ffli J <. 

〔 H 〕

優良農業生産者表彰

，， 
〔A<fjミ勤続J}Jlj)・（！.：〕

第5分I・月分川k

荒川与三次

II｛件U57i判定向山県 「 本；作改良；~·rt J

r c~業j'!J:'i't」のJ三彰式が 3 JI 1611. 出

111 県 r~協会館 8 附大ホールに jハ、てり

われました。

これは．県ならびに以；＋；；作改良..t・t~~ 

本店II· 仏~~~林漁業拡興会が主fjj： してい

るもので・.ti業生戸rにi愛iL f」夫総をや

げている例人と集団をj~'ft し 努力 をた

たえられたものです。

~~I 日目［からは．次の )j 々が｛愛iミ従業

’j:_,i'(( ri・として受nされました。 ，， 

富山県知事表彰

〔J)J柏市〕W,I分1・111<

（車内’111-;r.〕あ2分I・f1部1<

〔I｝］紛糾化研〕1·11 牛；百~I刊 l＜成後安』ト：

〔1））~＇1 1＇パt ／~ ..〕消防本部佐渡’U.. ＇；縦

( J)J *''' ~·l fr. t-;f.〕3分間耐分間h:l尚Ill 欽犬

〔勤続純化I；＇（〕4分間紛j分間以後藤 幸次

4分｜刊行1a< J".il< 千UAtt

5分l・tl!lr.L（ζ 村U J向日II

2分1・111-llll 大久保伊長

Jfi lJ •jL 

水上 主主総

1＇~＇判 j［犬
，，，山徹

I同村花成

谷間 11G.主

越似久行

Lii 1原 .＇l~、』1二

JL 県斡犬

小川 'fJ 

山悶 ←義

正義問 繁松

山Jt・久也

JL'l!f木李総

十1iJf

久i.St.

u 
u 

，， 

，， 

米作改良選賞
（山山県本；作改良対策本郎i七手伝似）

g1; 

HE 

,, 

3 ~ti週

6分間

，， 

，， 

II 

，， 

，， 

，， 

，， 

’七郎

-!It 

か1I 

JJi. I I 

富山県消防協会表彰

〔'flJM.似1;1:)

，， 

l分1・11Hf.L< 

4分1・11 II 

1分｜付1・11H

II 

善意の預託
朝日町善意銀行

社会計，i祉のために と次の｝j々 か

らIf立の附必かあ’jました

，， 

4 分ト11HE1~

6分l・tlli!H

l分｜付 M

2 ~｝（·J1 II 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

争個人の部

0 ；＋；：っくリ l~f! ’（：. 1：年：お

従兄一・Atf 大I;{)

．団体の部

0 :+:11°改良’l:.1)ii凶体

V'l!f’u研組介 ｛代炎川瀬与三AtU

.個人の部

0大’.Lの荷｜；

Thi~ 1r(i1 l Ill曲；I新）

.団体の部

。転｛午後iミ1長川

i持f集団転｛乍組｛＇，－ （代表i止必他作）

伸改良・軍事轟冨属....

農 業 選賞
O:i 111 以／，~林漁業振興会 ！＜： ｝~杉 ）

1）、川11111，、i

ii＇・の4J j に 'JU1： し f」 1,•JJ 1111’，・；：：1之で！止． 
1611 '1'1ilil Oll‘’tカ． ら I• ’！十主 ｛本 1'i'fii'i て． 出 I 

1111 Y~.r\tJ:{J'わil ました

宇佐”；1E.'~絞り－のi必松川代lえからニ

iしからし J＼者IJにま じめに’｜：．さてくたさ

いJ と．はなむけのパ挺か附らiL. 年

＇！｛：； ’l：をf＼ぶして折谷宮市 fさんか『 析し

L 、校？？にきて i 王手とほんとうにお~； l 、 l~l

1:aてあリま したが．第三の心の上りど

ニろと して．ニれからルんてい~ 1す

きようなら J と符討をj生へてパを終え．

nil r. の今：~’主ヵ·. ~｛＇：伎のliH~ と 党 JI'.. と

いう治l( ft I）変わ勺，...川主’1・lliの，＼！.＇.
1、；I¥を胸にt具、：，：うてい与ました

3月16日
朝日中学校第 1回卒業式

2月28巴
特別警護老人ホーム建設準備会発足

、宝許

企火災8111線で負傷者を聞けだす叙勘隊

3月6日
小川温泉元湯で火災避難訓練

企絞倉前で在被生に奥送られる卒業生

1lli Hの’1；・がうそのよ うにH1'f'L わたゥ

た3})1911 （上 ） に．各’j ，•；：校て ’I'till 

9 P.¥'30分からいっせいに年生パヵ、irわ
れま した ll{l千（］57年度y:t;’（：.！立216r. 
て’・ tili年＇~より 23名減りま した

3月刊日
各小学校で卒業式

'1: 1をlH与 ごろホテ I~ r ）；）がわJ グ），,J.'.j

.fl)!Jめカ.,-, II'.火． 7正娩＂＇ ：い .， ;t!.！主て．

j凶特iを’企けた目Wi ~J; 1.：日1；とJ息1l:111•:.tか

うホシっ，I •.;{ fi ;')'/J•I t-J! t I~ :J乙＂ I•・1

1心l,;1i1jイ1・：／lホ〉ヮ，l’Euf拘~.r¥: ,lベ’J，仁 L

7 により消火じんた た しかし .fifi 

｜付仁i生It'’HJ.t f二本；t人かIf＜リ伐された

のて.I；む怜マスク f，・と てJ.'.fを川の！.；.,,z 
助隊か究人.f'l f＼：， 行士 .J.~ ぃ；1γI ＼.ぃ・2

ぶ待さなからの..111袖てした

:l ) ) I lll I にふ？？：じいI）~~かi:甘かれ ． El 

II tてと公！Ul0決めたiを．制作l''.t ・舵

会，.1・ Hd＇~ (;{4f五；Li12 J 1 5 r・ II I 1 1i.・ど

~9 ＇本｛’I · を ・t,r; H'1’しtした lllJJ.,.！よ．

r tlr~ i' ~·~tt .. :.tに1l1J!fん.｛j'hなJ,1;~f. ：／刈1'!

み 、・，；てべ勺：＇：j紛1ヒn会 、のt・jlιなと.rt 

オとの判fl闘l：／） 以‘：況を ジふくためのふ・ h'•

により．析しい1F1；立の陀と ・j・へ＜ . l:J~ 

らJLI.：. 財政均なかて h~ 大阪の';j j J を ~！.

勺たと，，!lllJJ. rn1 1に令，Jd・:uf,J!. ，，~ 

,,t.さlLまLfニ

3月10～19日
朝日町議会定例会開催

町民のが：； 術~fヒか 符 し L 、 inrH1145；ドで

は. t1t人1119.:ll l 人 ノ〉う t') !i5i~l.c. 人 l lは

1 . 9~4 人て 1 0°0 士山ダ3ていたカ，. II｛｛千1157

tj'.IOJJ t凡イ1て：L 人11IR. ~126 人グ〉 うち

:l.747人で14.!"1°r1 を ，1，めるにボ ，， I~ Iた

め.＊与日IJJt .. ~ t人ホームのは＇..：1・.1.u見

をti指し．行。＇1M.l・tll本など12r.か集ま っ

て. luJ ホーム＂U~,;:£ •V d'ii 祭礼会そ~j止さ

せま しf」

ニJLI.!. Jえの聞ll勾の出向~1 打力、IH f外の

Jit ~l J.y.公伎やfirIll•'/ （ーラヘ・ との/ifu，没

へ約1or，か人叫しているため.8l I l込：／）

1::1n・ •， 倒l 11-J て のぷーム也”をの吹匂！か~~！

ま，てL、ることに t.Jlιしfよし :/lて’「‘

3月2日
朝日中学校歌制定式挙行

11, if』J]!'l¥lll'zしまし！；.付j11 ti• ’下

l~ J） 十主将kかて~ hかり．fh11J行 1じ.Jt

11 '1>:.i'.JilJIJH.科司1ふI..)；大leて：II¥人の1.l、川純；

J主L¥.l IHllれ.l t二γニストて，.，.余!f'.l十｝；

’1：.グ｝制片．れ．としてiMUさilていゐ川由．｝；

ト＂＂兄 l＼： ：生・W¥. 1 .. JJ:%fふ1'i'fif¥てt:<:~！Xifi1I : 

〉とJにかff1>ll tl f」
”。作〉｜付千千 ． 

f ああ，·u~：：の4・JJ 11 Ii,・ :.ll.1f(fH-1－たけさ

j長野／1）充つr.~·われらの 身を．泌を

wに鍛えて／欠1主の.fll!. 氾~ t~ か：.：：かと ／

n i：独iI.のj邑をHiこう 九九イi時泌の ；

jljの；r／わさん4・3るいのらのぷ：臥／ ；

ひた，；：るの心かたし・lt/Mタに勾l刊；6庁：
5 て／イ；滅的 l't.fll~ hかんかと l己j：＿・I'- ~ 
利！のlijJUをjllj；う

⑪ 

iLiXUf （－さんより

7 .178Jlj 

l幻自民IIとよさんよリ

10.000PI 

・1-.Hlf ，•；•，山文； f さんよリ

／ー 卜20附． Fしる 10枚.in 

~1\20 '1.: . fl'i しゴム2011~1 を.＇J!： ま

れない r-似たらへと ’'t.fH
• t_tl ぬi!H町ir-さんよリ

I .438Jtj 

・ 1＋~1米

• t辺倒l

，， 
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戦
町
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ル
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［
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K
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パ
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へ
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お
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や
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｝
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パ
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位
什

岡
比

山
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倍

同
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・
仙
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守村長； お
•• v，‘判》E《. .・

5ぷ：；で
·~·：： ·r:1~ ；~~：t~：： t~~だ

み

，， 

5分1・11

お
す
こ

や
か
に

ど窓知li；ワ イi'llJI 
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ひ
州

有

C
川

あ
州

報
酬

広
州川

ひ

と

ひ

ら

の

雪

波

辺

淳

一

川

夢

の

唆

加

藤

幸

チ

川

影

の

姉

妹

佐

々
木
丸
美

州
内
民
党
を
叩
倍
お
も
し
ろ
く
見
る
本

菊

池

久

続
し
い
本

合錨＠ 本

J~ 「サツキ百科J

西東社

プ
ロ
野
球
仁
義
な
き
大
戦
争江

本
孟
紀

委

た

ち

の

思

秋

期

粛

藤

茂

男

ち
ょ
っ
と
す
て
き
な
な
い
し
ょ
話

阿
川
勢
冷

f

ベ
ス
ト
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
へ
の
道

鈴
木
健
二

名
取
弘
文

小
川
十
館

お
も
し
ろ
学
校
の
日
々

n
y
H
u
h
r
t
r
h時

’’’ι
’’A
H

，，広
H
A
””’

戦
伺
・
幕
末
の
鮮
像
・
織
田
信
長

旺

文

社

新
出
国
歌
大
観

金

5
巻
角
川
書
店

歴
史
を
つ
く
る
女
た
ち
⑧
私
た
ち
は

銚

戦

す

る

集

英

什

い
と
し
き
努
た
ち
よ
小
池
兵
理
子

気
ば
た
ら
き

O
L常
議
集

住
友
商
事
人
事
部

位
中
の
街

道

と

訂

仏

店

開

…

失

本
の
貸
出
券

書
き
替
え
を
し
て
い
ま
す

貸
出
券
の
有
効
期
間
は
4
川

l
H

か
ら
盟
年
の

3
月
訂
日
ま
で
で
す
”

現
作
お
持
ち
の
抗
出
券
は
附
相
関
年

3
月
別
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

uT
め
に
脅
さ
符
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

書
き
日
間
H

え
は
、
凶
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
に
あ
る

「
日
出
申
込
書
」
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
す
る

サ
ツ
キ
づ
く
り
は
、
年
々
愛
好
・
不

が

mえ
、
ま
す
ま
す
悦
ん
に
な
っ
て

・
い
ま
す
ω

ほ
と
ん
ど
の
サ
ツ
キ
が
、

l
つ
め
本
で
化
色
、
花
柄
を
多
ぷ
に

以
き
分
け
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ

と
や

n
川
純
が
山
川
Mm余
り
に
も
の
ば

リ
、
様
々
の
化
を
楽
し
め
る
ニ
と
な

ど
が
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う

H

し
か
し
、
い
ざ
打
て
る

と
な
る
と
た
く
さ
ん
の
知
ぷ
が
必
裂

と
な
勺
て
き
ま
す
。

だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

貸
出
券
は

l
人
に

2
牧
っ
く
り
ま

す

券

1
炊
で
本

l
冊
借
り
る
ニ
と

が
で
き
ま
す
。

上干
の
日
山
し
は
無
料
で
す
ω

（
小
午
生
以
下
は
ピ
ン
ク
の
川
紙
、

・
中
学
生
か
・
り
一
一
般
は
グ
リ
ー
ン
内
川

紙）
ニ
の
本
は
、
こ
れ
か
ら

サ
ツ
キ
づ
く
り
を
航
め
よ

う
と
す
る
打
が
、
少
し
で

も
災
敗
を
さ
け
・
句
れ
る
よ

う
に
、
よ
い
筒
本
の
選
び

か
た
か
・
り
揃
え
伴
え
の
し

か
た
、
－総
裁
の
作
り
↑
刀
、

白砂
川
の
竹
内
打
法
な
ど
を

ひ
此
会
川
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
必
し
て
い
ま
す
。

れ
ん
げ
鵬
．
会

日
時

4
月
初
日
（
水
）

午
後
1
時
ぬ
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
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場
テ
キ
ス
ト

茶
道
主

日
本
の
お
ん
な

平
岩
弓
枝
著

新
し
い
読
書
会
の
会

M
を
首
再
築
し

て
い
ま
す
。
同
じ
本
を
読
み
へ
H

っ
て

感
想
な
ど
話
リ
ヘ
H

う
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

仲
間
と
と
も
に
読
み
、
語
り
A
H
－ヲ

の
は
、
楽
し
い
も
の
で
す
よ
／
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マ
広
制
限
あ
さ
ひ

4
川
サ
を
お
附
け
し

ま
す
。

マ
今
月
か
ら
は
、
広
報
の
発
行
臼
が

u
Tく
な
り
似
川

1
日
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
の
中

に
町
民
生
前
カ
レ
ン
ダ
ー
を
設
け
、

み
な
さ
ん
が
は
て
掛
る
だ
け
の
広
報

か
ら
、
使
え
る
広
報
紙
に
し
よ
う
と

い
う
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
生

前
カ
レ
ン
ダ
ー
を
は
や
す
い
所
に
貼

っ
て
利
則
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
さ
て
、
附
初
日
年
の

4
バ
サ
か
ら

り
氏
で
は
る
伝
説
と
し
て
掲
載
し
て

き
ま
し
た
「
郷
ト
の
伝
説
西
東
」
は、

先
月
ザ
で
制

A
b－数
え
ま
し
た
が
、

光
サ
を
も
勺
て
休
ま
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
リ
ま
し
た
υ

機
会
が
あ
リ

ま
し
た
ら
、
ま
た
仙
載
し
た
い
と
思

い
ま
す
ゅ

ニ
の
取
陥
は
一
山
怖
小
川
町
の

泊
以
均
貯
さ
ん
の
悦
れ
に
よ
る
も
の
で
、

治
以
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
白
川
刀
を
断

い
ま
し
た
“
な
お
、
出
．Mmさ
ん
は
、

こ
の
伝
説
．
由
来
を
昭
和
引
年
3
け
ま

ろ
咋A
t
て
・

で
集
録
し
た
附

f
｛
神
的
協
ぷ
｝
と

し
て
発
行
し
て
お
ら
れ
ま
す
。


